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優しく強い子に！ 有り難うございます
この３月に卒団した４４期生からボールケース２

つをいただきました。エースだったカイト君が届けて
くれました。

第４４期生と書いて
いなかったので，カイ
ト君に手書きで書いて
もらいました。大切に
使わせていた
だきます。

http://www.minamih.net/ Ｃクラス・
２１・ ５・ ３（月） １年生で使っ
南ＮＥＷＳｎｏ １６ てください。

幼児・1年生 ｖｓ 白百合 TM 5月 2日(日) @文化大Ｇ
○チームのめあて 最後まであきらめない 楽しんで勝つ

技を使ったドリブルをいっぱいして、ゴールを決める

〇南八王子２６－１白百合 １０分×８本

コーチ所見

TMではありましたが、Cクラス1年生での初めての試合で始まり
はみんな緊張気味でしたが、試合が進み1点目を取った後は、南の
一方的な試合展開でした。

都大会3度優勝した白百合を相手に圧勝した結果となり、実力を
証明でき、メンバーにとっても良い経験になったかと思います。

日々の練習での、「人のいないスペースにドリブルをするこ

と」、「セカンドディフェンス（サードもフォースも行けて、相手

にほぼボールを持たれない状態でしたし、相手ゴール前で何度か取

り返した後、ゴールにもつなげられてました）」、「コーナーキッ

クからのセットプレー」「個々の技を使ってのドリブル（ダブルタ

ッチ、ストップゴー、V字、マルセイユルーレット等）」「ニンジ
ャ作戦（相手のゴールキックをカットしてからのシュート）」を使

えていた、練習の成果が良く出ていました。またチームとして、勝

とうとする気持ちがとても強く、そこが結果にも出ていたかと思い

ます。

試合前に立てためあても十分達成しでき、メンバーも楽しめたい

い試合でした。継続して練習をしていき、常に勝てるチームにして

いきたいです。 ｂｙ阿曽コーチ
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４月２８日（水））のメールから

仲間の大切さ 有り難さ
矢上の家内は昨年６月から３ヶ月の手術・入院。
今週の日曜日に再入院。あくる月曜日には再手術でした。
４時間１０分の手術終了後
家族に説明する必要があるので,
私が家族であることを確認するために
待機していた部屋に看護師さんが入ってきました。
その人は私の顔を見るなり
「サッカーやってますか？」
「はい」
「矢上先生だ！和田理恵の母親です。南ではお世話になりました」
名前が矢上で色が黒いから，もしかしたらと思ったようです。
南を６年生の卒業までＧＡＭＢＡり，サッカーを楽しんだ
少女のエースだった明るく活発な和田理恵さんのお母さんだったのです。
間違いなく理恵さんを育てたお母さんだと思いました。
「先生，全然変わっていませんね」
しゃべり方も仕草も理恵さんそっくりでした。

家族であることを確認した後，執刀した医師の説明がありました。
術前・術後の患部の写真を見せて説明していただく間に
何故か涙が滲んできました。
和田さんに会って嬉しかったのと，ホッとしたのと，
家内がＧＡＭＢＡったんだな，無事終わったんだなという安堵感と
医師・スタッフのみなさんへの感謝……
いろいろな感情が錯綜したようです。
こんな時に，都大会に挑み，活躍した南のＯＧ理恵さんのお母さん・
南の仲間に会えるなんてと思ったのです。
いろいろなところで支えられる幸せを感じたのです。

病院からの帰りにスーパーに寄りました。
買い物中に南ＯＢで素晴らしいキーパーだった牛窪カヅキ君のお母さんに会い
ました。
牛窪君はイギリスに語学留学中とのことでした。
努力の人，牛窪君らしいなと思いました。
そして，レジでは南の元コーチ小出さんに会ったのです。
お嬢さんのミホさんは結婚してお子さんがいるとのことでした。
ミホさんのお兄ちゃんも南でＧＡＭＡＢっていたのです。

３人もの南の卒団生の親御さん・南の仲間に会えるなんて，
なんか，みなさんに元気づけてもらっているようで有り難かったのです。
ある時を共に過ごし，共にＧＡＭＢＡった仲間の良さ・有り難さを
しみじみ想いました。

またいつか，懐かしい人達との出会いが楽しみです。
しみじみ想います。出会い・縁を大切にしたいですね。
ｒｅｓｐｅｃｔ ｔｈａｎｋｓ ｃｏｎｓｉｄｅｒａｔｉｏｎ
大切に生きたいですね。

今の６年生の来年３月の卒業までを楽しく充実させることに
みなさんと共に努力したいと想います。
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